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テーマ：RNAi（干渉）の基礎と臨床
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オーガナイザー
1）東京医科大学内科学第一講座
2）東京医科大学病理学講座
　7月22日（木曜）、第1教育研究棟3階第1講堂に
て第9回医科学フォーラムが「RNAi（干渉）」のテー
マで開催された。RNAiはノックアウトマウスに代わ
るgene　silenceの手法として基礎医学研究で盛んに用
いられるようになり、また、今後の医療分野への応用
にも期待されている。今回はこの分野のパイオニアと
して国内外より高い評価を得ている東京大学教授多
比良和誠先生と、siRNA（small　interfering　RNA）の
癌治療への臨床応用を踏まえた先進的研究を活発に
続けている本学病理学講座の黒田雅彦先生の両名に
ご講演いただいた。当日は基礎系ならびに臨床系ス
タッフを交えて60名以上の参加者があり、質疑応答
では、各自の実験系にこの手技を導入するための実践
的内容にも触れられた。今回で9回目の開催となる医
科学フォーラムは、本学の基礎系と臨床系スタッフの
交流と共同研究活動の活性化を目的として開催され
たものであり、その目的は着実に達成されつつあると
の印象を受けた。また、今回のテーマは基礎・臨床系
両スタッフの共通のニーズを満たす内容であったと
思われる。両講演ともに格調高く、多比良先生の講演
後半のマイクロRNA（miRNA）の話しはまさに生命
現象の根幹に関わる革新的内容で深い感銘を受けた。
　お忙しい中今回の講演を快諾いただいた多比良先
生、黒田先生の両名に医科学フォーラム事務局長の内
野笹生先生より感謝状が送られ閉会となった。ご講演
いただいた多比良・黒田両先生ならびに参加者各位に
深謝いたします。
（文責　宮澤）
バイオ・医学の世界を変える小さなRNAの発見
　さまざまな生物に適用可能なRNAi
　　　東京大学大学院　工学系研究科　多比良和誠
　RNAiは、二本鎖RNA（double－stranded　RNA：
dsRNA）によってその配列特異的にmRNAが分解さ
れ、その結果遺伝子の発現が抑制される現象である。
生体に導入されたdsRNAは、　RNase　IIIファミリーに
属するDicerと呼ばれる酵素により、3’末端側に2塩
基のオーバーハングを持つ21塩基のdsRNA（small
interfering　RNA：siRNA）にプロセシングされる。こ
のsiRNAと呼ばれる短い特徴的なRNAが、　RNAi
による配列特異的な遺伝子サイレンシングの開始物
質となる。siRNAはRNA一ヌクレアーゼ複合体
（RNA　induced　silencing　comPlex：RISC）の形成を誘
導し、そのsiRNA配列に相補的な配列を持つmRNA
を選択的に分解する。
　RNAを介したサイレンシングの現象として最初に
報告されたのは、1990年、植物のカルコン合成酵素
CHS遺伝子のコサプレッションであると思われる。
　その後、RNAiは、昆虫、植物、菌類、トリパノソー
マ、ヒドラ、プラナリア、分裂酵母、テトラヒメナな
どのさまざまな生物種間で保存されている現象であ
ることが示され、生物共通の核酸レベルの防御システ
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